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社会福祉協議会 賛助会員会費募集 募集期間
５月１日～７月30日

あなたの会費が地域の福祉を支えています。みんなで支え合い・たすけあい・住みよいまちづくりあなたの会費が地域の福祉を支えています。みんなで支え合い・たすけあい・住みよいまちづくりあなたの会費が地域の福祉を支えています。みんなで支え合い・たすけあい・住みよいまちづくり
社協ってどういうところ？ あなたも社協賛助会員に

社協賛助会員の種別
●賛助会員（個人）　年額　１口　　500円
●特別賛助会員　 　年額　１口　1，500円
　（法人・事業所・団体）
●申　込　方　法　　社協事務局または、
　　　　　　　　　  各地区福祉委員会にて受付

＊集められた会費の50％は、社協の事業費に残りの50％は地区
　福祉委員会の活動費として還元しています。

平成27年度　会費実績額 2，600，300円
（平成27年度）賛助会費の使いみち（平成27年度）賛助会費の使いみち
地区福祉委員会へ活動費（還元金）
地区福祉委員研修会（委員長・委員）
ボランティアセンター運営費
在宅福祉事業（ハイキング・ウォーキング）
役員研修会（理事・評議員・監事・組織構成会員）
社会福祉協議会　事務費

平成28年度  共同募金配分申請受付平成28年度  共同募金配分申請受付平成28年度  共同募金配分申請受付
（平成29年度事業対象）

申　請

受付期間

平成28年5月2日（月）～5月20日（金）まで

◆重点配分テーマ

大阪府共同募金会
ＴＥＬ　０６－６７６２－８７１７　ＦＡＸ　０６－６７６２－８７１８
メール　ai-kibou@akaihane-osaka.or.jp　　　　

問い合わせ

平成
　  年度28 組織構成会員を募集します

社協の運営にご参加お願いします

○対　　　　象　　市内で活動する団体、組織
○会　　　　費　　年額　1口 5,000円
○申込・問合せ　　社会福祉協議会　TEL.482－1027

監事 2名 理事会 15名
（会長・副会長含む）

市内の福祉団体や、さまざまな関係組織・機関・団体など
（地区福祉委員会、民生委員児童委員協議会、区長会など）

事　務　局

評議員会 32名

組織構成会員（平成 27年度　57団体）

専門部会・
委員会  

　市町村の社会福祉協議会（以下、社
協）は、地域の住民のみなさんや公私
の社会福祉関係をはじめ、いろんな分
野の関係団体、組織を構成会員として
参画や協働により地域福祉の推進をす
すめる団体として社会福祉法で位置づ
けられた、社会福祉法人格を持つ民間
組織です。

　前年に引き続き、平成28年度の重点配分テーマは「障
がい者（児）の福祉の増進」とし、障がい者（児）を支援す
る事業に対して積極的に助成する。
　また従来どおり、社会的課題を解決するための事業や
社会福祉制度の「はざま」となる事業、先駆的開拓的な
事業など幅広い民間社会福祉事業、地域に根ざしたさま
ざまな福祉活動の支援をおこなう。

組織構成会員は、社会福祉に関する団体やさまざまな関係
の組織・機関が社協の役員（理事・評議員・監事）として
運営に参画していただく制度です。

　申請にあたっては、条件等がございます。また施設・
団体により配分対象事業など申請内容が異なります。
詳しくは大阪府共同募金会ホームページを参照してく
ださい。

　社協賛助会員とは、会費の納入によって恩恵
を受けるといったメリットが生じる会員制度で
はありません。社会福祉協議会や小学校区単位
に設置されている地区福祉委員会の活動に賛同
して、支援していただくという意味のもので
す。みなさんからの協力金が身近な地域を活性
化させていく大きな力となりますので、たくさ
んのあたたかいお気持ちをお願いします。

平成 28年 5月 1日発行
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室
に

                  
参
加
し
て
」

泉南おもちゃの病院泉南おもちゃの病院泉南おもちゃの病院

こわれたおもちゃの修理します！

受付を手伝ってくれるボランティア（学生・女性の方等）を
募集しています。ぜひ私たちと一緒に活動しましょう！

日　時　5月 28日（土）　
　　　　6月 25日（土）　
　　      おもちゃ診察の受付時間は、午後 2時 30分までになります。
場　所　泉南市総合福祉センター（あいぴあ泉南）
　　　　１Ｆ　日常生活訓練室・社会適応訓練室

☆　壊れたおもちゃのカタログ、部品などがあれば持って来て下さい
☆　原則無料ですが、電池など材料費は実費をいただきます。
☆　診断してすぐに直せない場合もあります。
　　その時は入院（おあずかり）して対応することになります。

＊診察に
あたっての
お願い

お問い合せ先　　485－0707（あいぴあ泉南）お問い合せ先　　485－0707（あいぴあ泉南）

善意の預託ありがとうございました ■連絡先　泉南市社会福祉協議会　TEL.482－1027

《金銭預託》　＜順不同・敬称略＞
ストライクス　　　　  ￥15，000（福祉基金）
南　　清　美　　　　  ￥20，000（福祉基金）
匿　　名　　　　　　  ￥20，000（福祉基金）
泉南ブロック
グラウンド・ゴルフ協議会  ￥6，000（ボランティア基金）

～交流でつなぐ人とまち～
　いろんな世代の人々が「気軽に話せる場所」として、毎月２回オープンし
ています。高齢者の方、障がいのある方（家族の方）、話をしたい方、個人でも
グループでもお気軽にご参加ください。
　コーヒーでも飲みながら、楽しく交流しませんか？

ココロのふれあいの集いココロのふれあいの集いココロのふれあいの集い

と　き　　毎月第１・3土曜日
　　　　　5月は 7日・21日
　　　　　6月は 4日・18日
場　所　　あいぴあ泉南 １Ｆ　日常生活訓練室・社会適応訓練室
主　催　　泉南市社会福祉協議会
協　力　　ＮＰＯ法人　はぁとの会
問合せ先　　泉南市社会福祉協議会／あいぴあ泉南　TEL.485-0707
　　　　　はぁとの会　　TEL.471-6040　080-4076-8138

参加費 無料 申込み 不要

善意
銀行
平成 28年

　　　１月～３月

　
最
近
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
と

夫
に
言
わ
れ
自
分
は
ま
だ
大
丈
夫
と
内

心
自
負
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
役
所
か

ら
教
室
参
加
呼
び
か
け
の
回
覧
板
が
き

て
早
速
申
し
込
み
ま
し
た
。

　
認
知
度
を
調
べ
る
簡
単
な
問
診
で
頭

が
真
っ
白
に
な
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
30
問
の
う
ち
た
っ
た
一
問

で
す
が
、
な
か
な
か
思
い
出
せ
な
い
５

個
の
う
ち
１
つ
の
単
語
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
や
っ

と
想
い
出
し
ま
し
た
。

　
指
導
者
の
方
は
思
い
出
せ
れ
ば
い
い

の
で
す
よ
と
慰
め
て
く
れ
ま
し
た
が
、

確
実
に
認
知
の
足
音
が
忍
び
寄
っ
て
き

て
い
る
思
い
で
私
は
大
変
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
前
向
き
に
自
分
か
ら

進
ん
で
い
ろ
い
ろ
な
教
室
に
参
加
し

て
、
認
知
予
防
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
よ
い
よ
団
塊
世
代
が
高
齢

者
に
な
り
、
多
く
の
人
が
認
知
や
体
力

低
下
に
な
れ
ば
、
若
い
世
代
に
多
大
な

る
迷
惑
が
か
か
る
ば
か
り
か
高
齢
者
本

人
の
介
護
の
手
が
足
り
な
く
な
り
、
本

人
に
も
不
自
由
が
及
ん
で
く
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も

一
人
ひ
と
り
自
覚
を
持
っ
て
、
脳
や
体

を
鍛
え
て
楽
し
い
老
後
を
送
り
ま
し
ょ

う
。

　
ゲ
ー
ム
あ
り
、
ク
イ
ズ
あ
り
、
体
操

あ
り
、
大
変
面
白
く
楽
し
い
教
室
で
し

た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
企
画
を
ぜ
ひ
続

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
牧
野
地
区
　
Ｃ
・
Ｋ
）

　
私
た
ち
は
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日

本
大
震
災
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
そ
の
大
き
な
も
の
の
一
つ
は
自

然
災
害
に
際
し
て
の
「
自
助
」・「
共
助
」・

「
公
助
」の
役
割
分
担
、と
り
わ
け「
共
助
」

の
重
要
性
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　「
共
助
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
地

域
（
近
隣
）
の
住
民
が
共
に
助
け
合
っ

て
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
「
共
助
」
の
組
織
・
活
動

が
し
っ
か
り
し
て
い
た
地
区
で
は
被
害

が
最
小
限
に
く
い
止
め
ら
れ
た
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
後
の
復
興
・
復
旧
に
当

た
っ
て
も
大
き
く
役
立
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
「
自
助
」・「
共
助
」・「
公
助
」

の
関
係
は
、
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
も

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
と
を

絶
た
な
い
独
居
老
人
の
「
孤
立
死
」、
い

た
い
け
な
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
な
ど

の
痛
ま
し
い
事
件
の
報
道
に
接
す
る
た

び
に
こ
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
に
は
「
向
う
三
軒
両
隣
」
と

い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
強
い

絆
で
結
ば
れ
た
地
縁
社
会
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
急
速
な
社
会

経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化
や
個
人
主
義
的

な
考
え
方
の
浸
透
に
よ
っ
て
地
域
に
お

け
る
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
地
域

の「
絆
」が
脆
弱
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
核
家
族
化
や
高
齢
世
帯
の
増

加
に
伴
っ
て
そ
の
傾
向
が
深
刻
の
度
を

増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
「
自
助
」
を

補
い
「
公
助
」
へ
つ
な
ぐ
「
共
助
」
の

役
割
を
地
区
福
祉
委
員
会
の
活
動
が
担

う
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。日
々

の
活
動
を
通
し
て
わ
ず
か
で
も
地
域
の

「
絆
」
を
強
め
、
地
域
福
祉
力
の
向
上
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増
や
し
、
そ
し

て
地
道
な
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

（
新
家
地
区
福
祉
委
員
）

　
冬
に
し
て
は
暖
か
い
１２
月
中
旬
、東
小

学
校
で
毎
年
恒
例
の
餅
つ
き
が
あ
り
ま

し
た
。地
区
の
区
長
さ
ん
、
福
祉
委
員
や

民
生
委
員
児
童
委
員
、
婦
人
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
役
の
方
々
が
集

ま
っ
て
朝
早
く
か
ら
杵
で
お
餅
を
つ
き

ま
し
た
。前
日
に
は
児
童
た
ち
と
お
手
伝

い
の
方
と
で
、も
ち
米
を
洗
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
２
つ
の
コ
ン
ロ
で
も
ち
米
を

蒸
し
て
次
々
と
つ
い
て
い
き
ま
す
。
最

近
は
田
舎
で
も
機
械
で
つ
く
た
め
、中
々

か
い
ど
り
の
経
験
が
な
い
の
で
毎
年
同

じ
人
に
お
願
い
し
て
や
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。
最
後
の
２
臼
は
１
年
〜
６
年
生

迄
が
順
番
に
小
さ
な
杵
で
３
回
づ
つ
お

餅
を
つ
き
ま
す
。
み
ん
な
杵
で
つ
く
お

餅
は
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
く
珍
し
い

の
で
、
興
味
津
々
で
す
。
低
学
年
の
子

ど
も
た
ち
は
ま
だ
少
し
杵
を
持
つ
格
好

も
お
ぼ
つ
か
な
い
の
で
す
が
、
高
学
年

に
な
る
と
な
か
な
か
上
手
く
つ
け
る
子

も
い
た
り
し
て
、み
ん
な
か
ら「
す
ご
い
」

と
か
「
上
手
・
上
手
」
と
か
歓
声
が
あ

が
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
ん
な
で
賑
や
か
に
つ
い

た
お
餅
は
、
ぜ
ん
ざ
い
に
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
ず
き
と
お
餅
の
い
い
匂

い
が
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
も
う
待
ち

き
れ
な
い
様
子
で
す
。
と
て
も
お
い
し

く
て
何
回
も
お
か
わ
り
を
し
た
児
童
も

い
ま
し
た
。
私
た
ち
手
伝
い
の
人
た
ち

も
、
久
し
ぶ
り
の
ぜ
ん
ざ
い
を
大
変
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
か
ら
「
地
区
の
皆
さ
ん
本

当
に
あ
り
が
と
う
」
と
挨
拶
を
も
ら
っ

て
、
私
た
ち
も
少
し
大
変
で
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
話
し
が
で
き
、

児
童
た
ち
か
ら
も
元
気
を
も
ら
え
た
し

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　
山
間
部
に
あ
る
東
小
学
校
は
児
童
数

６２
名
と
小
人
数
で
す
が
、
地
元
の
人
た

ち
と
交
流
が
多
く
自
然
の
中
で
生
き
生

き
と
楽
し
く
、
勉
強
や
遊
び
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
児
童
た
ち
が
大
人
に
な
っ

て
か
ら
も
「
杵
で
お
餅
を
つ
い
て
楽
し

か
っ
た
な
」
と
懐
か
し
く
思
い
出
し
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

（
楠
畑
　
谷
口
　
サ
エ
子
）

東
　
地
　
区

「
お
餅
つ
き
交
流
会
」

午前 10：00～午後 3：00まで

市民交流事業（とまり喜）報告
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　世代を越えて交流できる場として、夏と春に年
2回実施しているイベントで今回は「いちご劇場」
さんをお迎えして 3月 24日（木）の午後開催し
ました。
　当日は未就園児の親子約 70 人くらいの参加が
あり、「いちご劇場」さんのパネルシアターでのマ
ジックや歌など楽しいひとときを過ごしていた
だくことができました。

診察のお知らせ

午前 10：00～午後 3：00まで
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社会福祉協議会《重点目標》平成28年度

平成 28年 5月 1日発行

（１）小地域ネットワーク活動の強化推進
（２）ボランティアセンターの機能強化
（３）地域福祉活動計画の実践
（４）総合福祉センター管理運営事業の推進
（５）福祉施設連絡会の運営
（６）社協災害マニュアルの検証と策定
（７）新規委託事業等に関する対応の検討
（８）自主財源の強化と基金の増強
（９）災害時の地域支援体制システム構築への参画

（１）小地域ネットワーク活動の強化推進
（２）ボランティアセンターの機能強化
（３）地域福祉活動計画の実践
（４）総合福祉センター管理運営事業の推進
（５）福祉施設連絡会の運営
（６）社協災害マニュアルの検証と策定
（７）新規委託事業等に関する対応の検討
（８）自主財源の強化と基金の増強
（９）災害時の地域支援体制システム構築への参画

平成 28年度　社会福祉協議会　事業内容

（単位 : 千円）

社会福祉
協議会予算

平成28年度

受託金収入
108.060

経常経費
補助金収入
57.080

寄付金収入 1.260

会費収入 2.876積立資産取崩収入 990

負担金・その他収入
4.507

事業収入 6.635

予備費 22.163

法人運営事業
23.393

ボランティア活動事業 6.651

在宅福祉活動推進事業 381
善意銀行・基金運営、共同基金配分金事業6.544

地区福祉委員会活動推進事業 15.393

繰越金
18.395

総合福祉センター
管理運営事業
89.968 福祉サービス利用援助事業 18.715

資金貸付事業 625

相談支援事業 15.970

泉南市社会福祉協議会  臨時職員募集
地域活動支援センターの指導員
訪問介護員１級・２級課程のいずれかの資格を有する者
もしくはガイドヘルパー（全身性・知的）のいずれかの資格
を有する者
１名
月・水・金の午前９時～４時
日給：６，１４４円
平成２８年５月３１日（火）までに履歴書（写真付のもの）
を持参または郵送してください
＊書類の返却はいたしませんのでご了承ください
平成２８年１０月
書類選考後、合否にかかわらず本人宛で通知します
午前９時～午後５時（土・日・祝日は除く）の期間に
泉南市社会福祉協議会　　℡４８２－１０２７

業 務 内 容
資　　　格

　
採用予定人数
勤 務 時 間
給　　　与
募 集 期 間

採用予定月
決　　　定
問　合　せ

有限会社

ヌノタ印刷工房
TEL.072-480-2760
FAX.072-480-2759
〒590-0503 泉南市新家4509-4
コスモヒルズ新家壱番館205号

収入
199,803

支出
199.803

収入の部

支出の部

【 1 】法人関係
①理事会の開催
②評議員会の開催
③部会・委員会の開催
④監事の監査
⑤役員・評議員・組織構成会員研修会の開催
⑥福祉と人権に関する取り組みの推進
⑦諸規程等の整備
⑧第３次地域福祉活動計画の策定
　　　　　　　
【 2 】財政関係
①社協賛助会員の増強
②組織構成会員の増強
③共同募金・歳末たすけあい運動の強化促進
④収益事業の強化促進
⑤善意銀行事業の強化促進
⑥各基金の増強

【 3 】地区福祉委員会活動事業
①小地域ネットワーク活動の強化
②地区福祉委員会活動の活性化
③地区福祉委員（地域ボランティア）の養成
④福祉協力校との連携
⑤地区福祉活動研修会の開催
⑥地区福祉委員長会の開催
⑦小・中学生ボランティアの育成
⑧障害児サロン（未就学児）の開催
⑨災害マニュアル策定への協力
⑩福祉施設連絡会との連携
⑪災害時の支援体制構築に向けての連携

【 4 】ボランティアセンター事業
①ボランティアセンターの機能強化
②ボランティアの発掘育成及び需給調整
③次世代ボランティアの育成
④ＮＰＯ・市民活動団体との連携に向
　けたネットワーク化構築の検討
⑤「ボランティアセンターだより」の
　発行（年５回　全戸配布）
⑥ボランティア講座及び研修会の開催
⑦ボランティア活動に関する情報の
　収集及び啓発
⑧ボランティア通信「すまいる」の発行
　（年１２回登録者・公共施設へ）
⑨社協災害マニュアル策定への協力
⑩広報活動・ＰＲ活動の強化
⑪ボランティアフェスティバルの充実
⑫ボランティア連絡協議会所属グループの支援

【 5 】日常生活自立支援事業（府社協受託事業）
①関係機関との連携
②ケース検討会議の開催
③日常生活自立支援事業の啓発
④日常生活自立支援事業の体制強化

【 6 】障害者相談支援事業（市受託事業）
①せんなんピアセンターの機能強化
②ピアカウンセリング（当事者による相談）の実施
③障害者総合支援法に基づくサービス
　等利用計画（ケアプラン）の作成
④障害者の地域生活に関するネットワークへの参画
⑤障害者の地域生活支援に関する情報
　の収集及び啓発
⑥小学生・中学生への体験事業の推進
　（点字器・車イス体験セット・アイ
　 マスク・擬似体験セット）
⑦関係機関との連携
⑧障害者理解を推進するための啓発活動
⑨障害支援区分認定調査の実施
 
 【 7 】地域福祉対策事業
①当事者組織の活動支援
②移送サービス事業（リフトカー）
③ひとり暮らし高齢者給食サービス事業

④ひとり暮らし高齢者おせち料理　
　配食サービス事業
⑤寝たきり高齢者見舞品事業
⑥歳末見舞金事業
⑦車イス貸出事業

【 8 】総合対策事業
①健康増進事業（ゲートボール・グラウ
ンドゴルフ・ハイキング・ウォーキング）
②ひとり親家庭レクリエーション事業
③ひとり親家庭義務教育入学祝金事業

【 9 】生活福祉対策事業
①大阪府生活福祉資金の貸付・償還・指導
②貸付調査委員会の開催
　　　　　

【 10 】総合相談事業
①心配ごと相談の実施
　（毎週木曜日　　午前９時から１２時）
②高齢者・障害者住宅改造相談の実施
　（毎月第３月曜日　午後１時30分から4時30分）
③相談事業の啓発

【 11 】総合福祉センター管理運営事業
（指定管理者）

①老人・障害者・母子センター等の運営
②貸館業務
③施設の維持・管理
④各種講座の開催
⑤クラブ活動の支援
⑥おもちゃの病院の実施
⑦世代間サロンの開催
⑧市民交流事業の実施
⑨自主事業の実施
⑩総合福祉センター事業の啓発・宣伝
⑪総合福祉センターホームページの充実

【 12 】地域活動支援センター運営事業
（指定管理者）

①地域活動支援センター事業の充実
②地域活動支援センターの利用者促進・拡充
③せんなんピアセンターとの連携
④レクリエーション・イベント行事の拡充
⑤地域活動支援センター事業の啓発・宣伝

【 13 】啓発・宣伝事業
①「社協せんなん」の発行（年５回　全戸配布）
②社協活動の啓発・宣伝
③社協ホームページの充実

【 14 】連絡・調整事業
①各種団体との連携
②他市社協との連絡調整
③関係機関・施設との連携

【 15 】調査・企画事業
①先進社協活動の調査・検討
②新規事業の企画・立案

【 16 】福祉施設連絡会の運営

【 17 】社協災害マニュアルの検証と策定

【 18 】新規委託事業等に関する対応の検討

【 19 】災害時支援体制システム構築への参画

【 20 】現行事業の成果検討

【 21 】社協事務局体制の強化

【 22 】その他本会の目的達成に必要な事業
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ホームヘルプサービス
ケアプランセンター

●ケアプラン作成
●訪問介護
●訪問看護

〒590-0521 泉南市樽井 5丁目 39-3

TEL（072）480-0305

●福祉用具レンタル販売
●住宅改修
●自費サービス

みらい
みらい訪問看護ステーション

日常生活での悩みや困り事を
解消するお手伝いをさせて頂
きます。
お気軽にご相談下さい。



センターだより
編集・発行 泉南市ボランティアセンター　泉南市ボランティア連絡協議会

泉南市樽井一丁目8番47号　TEL 072（483）0294  FAX 072（483）0353
泉南市総合福祉センター（あいぴあ泉南）3階　sennanshi-vc@sennan-shakyo.or.jp

2016. 5

皐月
さ     つき80号
支えられたり
　　　支えたり

ボランティア

泉南市ボランティアセンターは、ボランティア活動の拠点です。気軽にお問い合わせください。TEL 483-0294（平日 10時～16時）
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活動の流れ

活動日時  第 2・4金曜日
　　　　  13 時～ 15時　
活動場所
イオンモールりんくう泉南

　
外
出
介
助
「
ふ
れ
あ
い
」
で
は

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
で
し

こ
り
ん
く
う
」
に
入
所
の
方
々
の

外
出(

買
い
物
や
飲
食
な
ど)

を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
現
在
１０
名
。

都
合
の
良
い
日
だ
け
の
活
動
も
可

能
で
、
施
設
で
行
う
夏
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
時
だ
け
参
加
の
フ
リ
ー
登

録
者
も
い
ま
す
。

　
何
事
も
な
く
お
手
伝
い
で
き
る

よ
う
に
気
を
つ
か
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
出
会
う
人
や
お
店
の
人

が
「
ご
苦
労
さ
ん
」
な
ど
と
声
を

か
け
て
く
れ
た
り
、
外
出
さ
れ
た

皆
さ
ん
が
美
味
し
そ
う
に
食
べ
る

姿
や
笑
顔
・
感
謝
の
言
葉
も
嬉
し

く
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
で
親
し
く

な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
活
動

の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
！

　
息
子
が
以
前
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
た
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
の
ド
ー

ル
ハ
ウ
ス
キ
ッ
ト
を
最
近
に
な
っ

て
作
り
始
め
た
。

　
原
物
の
十
二
分
の
一
の
大
き
さ

で
、
細
か
い
上
に
メ
イ
ド
イ
ン
・

チ
ャ
イ
ナ
な
の
で
説
明
書
は
中
国

語
。
イ
ラ
ス
ト
を
見
な
が
ら
老
眼

の
目
で
四
苦
八
苦
。

　
し
か
し
、
小
さ
な
ケ
ー
キ
や

テ
ー
ブ
ル
な
ど
が
少
し
ず
つ
で
き

あ
が
っ
て
く
る
と
楽
し
い
。
ひ
た

す
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
無
我
の

境
地
。
こ
れ
が
い
い
。

　
還
暦
を
過
ぎ
て
こ
ん
な
に
熱
中

で
き
る
こ
と
に
出
会
え
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
。
細
か
い
作
業
に
目

を
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
さ
せ
な
が
ら
、

小
さ
な
世
界
を
作
り
上
げ
る
大
き

な
幸
せ
を
感
じ
る
日
々
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
下
澤
ひ
と
み

当日活動できるボランティア数により、外出する方
の人数が決められます。

　
ボランティアはイオンモールりんくう泉南に集合
し、外出する方をそこで出迎えます。

　
施設職員から、それぞれの方の希望商品や注意点な
どを書いたメモと数千円程度のお金を預かります。
(レシートを保管）

　
車いすを押し、会話のできる方とは相談しながら、
買い物や飲食のお手伝いをします。基本は１対１で
活動しますが、場合によっては、施設職員の補助も
あります。

　
終了後、２階フードコートに集合し、全員が揃った
ら送迎バスまで送り届けます。その後、ボランティ
ア同士で話し合うこともあります。

ボ ラ ン テ ィ ア
募 集 中！

泉南市ボランティアセンター
　　　　　　  TEL 483-0294
泉南市社会福祉協議会
　　　　　　  TEL 482-1027

2月19日

泉南市ボランティア
　　　　　   連絡協議会  体制
泉南市ボランティア
　　　　　   連絡協議会  体制
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平成28年度保険料および保険金額、補償内
容(変更点のみ抜粋)

問い合せ　泉南市社会福祉協議会
　　　　　TEL 482-1027

ボランティア保険
　　　　 変更のお知らせ

＜ボランティア活動保険＞

　傷害死亡・後遺障害保険金

　プランＡ：1,300万円　⇒　1,340万円　　

　プランＢ：2,450万円　⇒　2,490万円

　プランＣ：   820万円　⇒　1,360万円

災害ボランティア研修会 報告

　泉南市危機管理課の小西未年彦さんを
講師に迎え、「被災地発！災害ボラン
ティアの本当の話」をテーマに、岩手県
宮古市に3年間災害派遣された時の体験談
を聞きました。
　出席者の感想をまとめました。

☆被災者と向き合う時の言葉かけの難しさを痛感。話を聴いて想像力を
働かせ、人として心で感じ取ることが支援につながるのだと思った。

☆人が人に何かする時、災害時に限らずどんな時も「相手の立場に立つ」
もしくは「相手の心の内を想像する」ことが大事なのだと思った。

☆被災地側の状況がわかり勉強になりました。テレビで報道されている
事とは、まったく違った情報もあって驚きました。

☆体験した生の声を聞き、地域のボランティア力の必要性・常日頃から
住民のつながりが大切だと思いました。

☆被災地を本当に理解しないと支援に結びつかないことがわかった。

☆使ってはいけない言葉があることに驚きましたが、被災者の立場にな
ると「そりゃそうだ」と納得しました。相手の気持ちに寄り添うのは
難しいです。

☆現金を送るのが一番。体験談なので説得力があり、よかった。「自立
のための支援」良くわかる。

☆実際に3年間も現地活動された方の実感が新鮮でよかった。応援する
側の独りよがりや思い込みが被災者の方々にはいかに迷惑なのか、教
えてもらえた。

みね ひ こ

小
さ
な
世
界

2016 年 2月～ 3 月ボランティア活動報告
訪問「そよ風」が大阪府立泉南支援学校で、レクリエーションの講師をし
ました。

泉南市ボランティアセンターがイオン幸せの黄色いレシートキャン
ペーンに参加しました。

｢ふれんど｣がこころの保健福祉講座で、料理教室の活動発表をしま
した。

ボランティアサロンで｢ジャイロキネシス（全身運動）｣を開催しまし
た。

平成27年度大阪府市町村ボランティア連絡会代表者会議･研修交流
会に、泉南市ボランティア連絡協議会の代表が出席しました。

特別養護老人ホームなでしこりんくう・介護老人保健施設ライフ
ポート泉南で活動中のボランティアが交流会に参加しました。

ボランティアアドバイザーがボランティアセンター当番交流会を開
催しました。
同日、紙芝居｢拍子木｣が地域子育て支援センターひだまりで、バ
ルーンアートと紙芝居をしました。

2月 4日（木）

2月11日(祝 )

2 月 26 日（金）

3月 2日（水）

3月 14日（月）

3月 19 日（土）

3月 24日（木）
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